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（モデレート進⾏案）

お⼿元の松野博⼀内閣官房⻑官に申し⼊れた⽂章を教材にします。
《3.  災害時における気象現象や地 警報などの災害情報について、関係機
関が常時共有していく体制を整備すると同時に、災害対応の専⾨家やボラ
ンティアの有志の皆さまが、適切な役割分担の上に機動的活動ができるよ
う⼈材育成と技術⽀援の制度構築が不可⽋である》
について、ボランティアはじめとする専⾨⼈材の活⽤として機構等の組織
化の必要性ついて議論をします。

②船舶を活⽤した医療提供体制とは何かについて議論をします。



キースピーカー：⼤⻄健丞⽒〜ウクライナ報告



キー提言：災害等の危機対応のカギ＝ロジ能力
動画ウクライナ報告に⾒たロジ能⼒についてご説明下さい。

災害対応の専⾨家やボランティアの有志の皆さまが、適切な役割分担の上に機動的活動
ができるよう⼈材育成と技術⽀援の制度構築が不可⽋である

ボランティアはじめとする専⾨⼈材の活⽤として機構等の組織化の必要性ついて議論をします。

例えば：災害が起きてから⾃主的に被災地に⼊るのが慣例化している
⽇本のボランティアはこれで良いのでしょうか？

善意と称して窃盗等の犯罪の増加も懸念されることから、

災害⼤国・⽇本が⽬指すべき急務⇨ボランティアの専⾨性をデジタル登録
・
・
・

ドイツのTHW※のような官⺠連携の組織づくり



ボランティア・プロフェッショナル化の事例紹介１
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平時の災害管理を１6の連邦州担当 国が有事の市⺠保護を担当

市⺠保護の概念‒統合されたアプローチ





THW Facts & Figures

Full time employees: 1,500

Volunteers: 81,000

(98,5 % volunteer engagement)

Ø Budget (2019):
281 Mio. Euro/137jpn

Ø(¥38,603,833,000)
Ø Working hours 

volunteers (2018):
~ 1,121,000 hrs. on 
mission (~47,000 days)

ボランティア所属機関に⽀払う活動賃⾦



ボランティア・プロフェッショナル化の事例紹介３



①

②

③

④

船舶を活⽤した医療提供体制とは何か？

船舶を活⽤した医療提供体制とは何か



船舶を活⽤した医療提供体制（病院船）への理解
船舶を活⽤した医療提供体制とは何か

写真イメージ：横須賀基地】ペリー提督ジェネラル・メス（⼀般⾷堂、通称「ギャリ―」

劣悪な避難所からアメニティ環境とヘルケアができる医療者常駐の
船舶を活⽤した医療は⼤量搬送を促し震災関連死の予防を促進できる。

〜暖かい⾷事・温かいシャワー・安⼼な寝床・〜

写真イメージ：宮城県⽯巻市の避難所=2011年3⽉25⽇EPA＝時事

https://usfjfood.hatenablog.jp/entry/2018/12/08/185701


電気運搬船、⽔素運搬船燃料電池輸送

⺠間ヘリの活⽤

災害時情報通信のオープンフラット化

ロ
ジ
ス
テ
%
&
ク
ス
体
制
強

化
災
害
時
⺠
間
船
随
伴
協
⼒

事
業(

参
考
︶

Causeway 
System

避難・収容・退避

⼤型モジュール船ヘリ発着拠点 災害時船上基地局

Intervention
and Evacuation 
Communication  

⼤規模な物資輸送・患者搬送等（医療⽀援）

Maritime Approach
⾮常事態時政府傭船
通信情報船上基地局

ロジスティック

（＋１の災害医療拠点病院）
薬剤・検査機器・水食糧・電力供給拠点

準天頂衛星

従来の⾏動パターンを変化させる組織的介⼊
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医療含む訓練・教育された専⾨多機能⼈材

格納
高
速
一
体
移
動
手
段
の
確
保

!M
o
b
ile

 H
o
sp

ita
l O

n
e
 P

a
c
k
a
g
e

"

《Medical Sealift Command Hospital Ship》

Mobile Hospital化⽀援
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包括的組織医療

Civil Engagement Platform for Hospital Ship Program(image)

脱炭素社会に向けた船舶を活用した海路からの組織的介入と船舶連携推進
課題：医療提供船舶の所管と指揮命令体系の明確化



①ドイツのTHW※のような官⺠連携の組織づくり
※THW（Technisches Hilfswerk）︓連邦政府機関でありながら、メ
ンバーの98％（約8万⼈）がボランティアとして活動。668の地⽅組
織を持ち、▽電気・⽔の供給▽仮設道路の建設▽避難所の開設・維持
▽通信システムの確⽴▽ロジ拠点の開設・運営などにあたる。

災害⼤国・⽇本が⽬指すべき急務⇨ボランティアの専⾨性をデジタル情報に

②脱炭素時代の洋上拠点となる「病院船」の実現

捜索・救助、医療⽀援、物資提供などの多岐にわたる災害⽀援活動を⽀える洋上基地が必要。陸路が⼨断された被災地にアプロー
チし、▽SCU（Staging Care Unit）▽感染症対応▽物資・燃料の補給▽通信の確保▽スタッフの宿泊所、などの役割を担う。

キー提言：災害等の危機対応のカギ＝ロジ能力
ウクライナでも、数百億〜数千億円規模の⾼いロジ能⼒を備えたNGOだけが国内に展開していた

(例︓MSF＝国境なき医師団は、年間⽀出約2000億円)

中古船の改造/機関換装
スタートアップVCとファンド


